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　環境目標を達成するための施策は前ページに示したとおりですが、限られた財源を有効に活用するために
も、その重要性や市民の関心などを勘案し、総合的に取り組むべき重点テーマを取り上げ、テーマに沿って
複数の事業を効果的に組み合わせることで、施策を効果的に進めていく必要があります。
　このため、市が実施主体となり、当面総合的に取り組むべきテーマを「重点プラン」として設定しました。

①森林の循環再生のための西川材の利用拡大
②公共施設等における西川材利用の推進
③間伐・枝打ちなどの森林整備
④市有林におけるカーボンオフセットの研究
⑤山間地域の日照改善のための研究
⑥針葉樹や広葉樹の特性を生かした森づくりの研究

重点プラン

森林再生プラン

①飯能市環境保全条例に基づいた景観緑地の指定
②動植物の生息・生育状況調査の実施
③生物多様性に関する情報の発信
④森のようちえん事業の推進
⑤市民参加による里山再生の取組の推進
⑥ボランティア活動による緑の管理の支援

里山再生プラン

①合併処理浄化槽設置の普及、維持管理の促進
②河川におけるヨシ対策の研究
③緑のトラスト保全地、景観緑地指定による河岸緑地の保全
④藤田堀の改善対策の研究
⑤ホタルの生息できる環境づくりの促進

清流維持・再生プラン

のトラスト保全地、景観緑地指定による河岸緑地の保全

①市民農園など、市民と連携した農地利用の推進
②市民が利用しやすい耕作放棄地活用システムづくりの研究
③有機農法や低農薬農法など、環境を重視した農業の奨励
④地場産農産物の地域内消費の促進
⑤農地などにおける鳥獣害対策の実施

農のある暮らしプラン

清流維持・再生プラン

整備された森林整備された森林

天覧入り谷津田天覧入り谷津田

飯能河原周辺河岸緑地飯能河原周辺河岸緑地

田園風景田園風景

①再生可能エネルギーに関する情報収集や研究会の設置
②住宅における太陽光発電システム設置の促進
③公共施設における太陽光発電システム設置の推進
④小水力発電の調査・研究
⑤バイオマスエネルギーの利用の研究
⑥浄化センターにおける消化ガス発電の研究

再生可能エネルギー活用プラン

　このため、市が実施主体となり、当面総合的に取り組むべきテーマを「重点プラン」として設定しました。　このため、市が実施主体となり、当面総合的に取り組むべきテーマを「重点プラン」として設定しました。

ペレットストーブペレットストーブ
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　環境問題は、大部分が市民一人ひとりの日常生活や事業活動に起因するものです。その解決を図るために
は、市民一人ひとりが環境に関心を持ち、自分に何ができるかを考え、家庭や職場などの身近な場で環境に
配慮した行動を実践していくことが重要です。
　このため、多くの市民の参加が見込め、市民が主体となって行う取組を「市民プロジェクト」として取り
上げました。多くの市民の皆さんや事業者の参加を期待します。

市民プロジェクト

・生ごみ処理箱を使って、生ごみを黒土に戻す運動を展開します。
・ベランダでも使えるように仕組みを考えます。
・冬の微生物の活動の弱い時期の対策を研究します。

生ごみ処理箱による生ごみの減量運動を展開します。生ごみ処理箱による生ごみの減量運動を展開します。生ごみ処理箱による生ごみの減量運動を展開します。生ごみ処理箱による生ごみの減量運動を展開します。

節電・省エネルギーのライフスタイルを広めます。

・ゴーヤなどによる緑のカーテンを広めます。
・緑のカーテンコンクールを実施します。
・待機電力の削減やエアコンの適正温度での使用を推奨することなど、  
　節電・省エネルギーのライフスタイルを提案し、広めます。

・家庭での太陽光発電や木質バイオマスの利用を促進します。
・公共施設などの屋根を利用した市民共同太陽光発電事業制度の利用を研  
　究します。
・用水路等を利用した小水力発電の研究を行います。

再生可能エネルギーの研究プロジェクトを進めます。再生可能エネルギーの研究プロジェクトを進めます。再生可能エネルギーの研究プロジェクトを進めます。再生可能エネルギーの研究プロジェクトを進めます。

・森林の体験活動に参加します。
・森林ボランティア活動を通じて森林や林業への関心を深めます。
・天覧山谷津の里づくりプロジェクトを推進します。
・中居・中山の桜の森の利活用を推進します。
・耕作放棄地の市民農園利用などを検討します。

森林・里山の再生を推進します。

・ペットマナー運動を展開します。
・飯能河原のごみの有料引取りを継続します。　　
・ごみのポイ捨てや歩きたばこの防止運動を展開します。
・ごみ拾い運動を展開します。
・ごみ集積所への適正搬出・清潔化運動を展開します。

ポイ捨て防止・ペットマナー運動を展開します。

・エコツアーを通じて里地里山の自然環境、そこで営まれてきた暮らし
　の魅力を再発見し、地域への愛着や誇りを育み、環境に対する意識
　の醸成を図ります。

地域の魅力を再発見するため、エコツアーの充実を図ります。地域の魅力を再発見するため、エコツアーの充実を図ります。地域の魅力を再発見するため、エコツアーの充実を図ります。

生ごみ処理箱生ごみ処理箱

マナーアップ
キャンペーン
マナーアップ
キャンペーン

緑のカーテン緑のカーテン

エコツアーエコツアー

天覧山谷津の里づくり
プロジェクト

天覧山谷津の里づくり
プロジェクト

住宅用
太陽光発電システム

住宅用
太陽光発電システム

～生ごみの減量に努めよう～

～ライフスタイルを見直そう～

～再生可能エネルギーを暮らしに取り入れよう～

～きれいな街をつくろう～

～森林・里山に親しみ、再生活動に取り組もう～

～エコツーリズムのまち飯能～



計画策定の背景
　本市では、「飯能市環境基本計画」を平成 15 年に策定し、平成 20 年に改訂を行い、各種の環境保全施策
を推進してきました。この間、国や県においては地球温暖化対策や生物多様性保全等への取組の強化が図ら
れ、さらに、東日本大震災の影響によってエネルギー消費のあり方の見直しや再生可能エネルギーの利用拡
大、大気中に放出された放射性物質による環境汚染への対応が求められるなど、本市を取り巻く状況は大き
く変化しています。
　このような環境問題や社会情勢の変化に対応するため、「飯能市環境基本計画」の計画期間の終了に合わせ、
「第２次飯能市環境基本計画」を策定しました。

計画の目的・位置づけ
　本計画は、飯能市環境基本条例第３条に規定する基本理念の実現に向け、環境の保全及び創造に関する施
策を総合的かつ計画的に推進することを目的に策定するものです。
　また、上位計画である第４次飯能市総合振興計画後期基本計画の分野別計画でもあります。

計画の期間
　本計画の期間は、平成 25年度から平成 34年度までの 10年間とします。

平成 25年３月
発行／飯能市　　編集／飯能市環境部環境緑水課

〒357-8501 埼玉県飯能市大字双柳 1番地の 1　　TEL. 042-973-2111( 代表 )
http://www.city.hanno.saitama.jp/

第２次 飯能市環境基本計画【概要版】

第2次飯能市
環境基本計画

Act（見直し）
取組状況の評価結果を
踏まえて、取組を見直し

Do（実施）
作成した実施計画に基
づき、各施策を推進

Check（点検・評価）
施策の実施結果を点
検・記録し、取組状
況を評価

　本計画の進行管理にあ
たっては、環境マネジメン
トシステムを活用し、計画
（Plan）、実施（Do）、点検・
評価（Check）、見直し（Act）
を繰り返し行うＰＤＣＡサ
イクルによる継続的な改善
を図ります。

Plan（計画）
施策・事業の実施にあた
り、目的・目標を設定し、年
度ごとに実施計画を策定

計画の推進

計画の基本的事項


